
地

球

籍
甘
塩
巷

第
囲
畿
昭
和
七
年
四
月

一
-

筑
豊
漠
田
に
放
け
る
合
音
銅
石
輝
石
安
山
岩
に
就
て

(胸
肢
節
九版
付)

上

清

賞

次

郎

■

筑
豊
炭
田
の
炭
府
中
に
岩
床
､
岩
脈
む
な
し
'
叉
は
地
表
に
小
火
山
丘
を
な
し
て
火
山
岩
の
存
在
す
る
rJ
と
は
古

く
か
ら
知
ら
れ

て屠
る
｡
然
る
に
､
こ
れ
等
火
山
岩
は
未
だ
極
め
て
調
査
研
究
不
十
分
で
あ
っ
て
､
同

一
の
火
山
岩

む
以
っ
て
'
或
は
玄
武
岩
と
精
し
'
或
は
安
山
岩
と
呼
ん
で
居
る
状
態
に
あ
る
｡
し
か
し
､
其
の
分
類
上
の
名
綱
に

つ
き
て
は
苗
は
問
は
ず
と
す
る
7P
t
岩
贋
は
つ
い
て
の
研
究
が
不
十
分
､
不
明
瞭
な
る
が
た
め
に
'
他
地
方
の
岩
石

と
の
闘
係
､
逆
人
の
時
期
等
諸
般
の
地
質
撃
上
の
問
題
は
踊
し
て
は
不
明
は
属
す
る
瓢
が
多

い
｡
近
凍
､
他
の
甜
地

方
の
岩
石
b
並
に
其
の
地
質
的
関
係
に
補
す
る
研
究
は
著
し
-
進
展
し
凍
れ
る
ほ
鞠
は
ら
ず
､
あ
る
意
味
は
於
で
は

湛
だ
韮
要
な
る
闘
係
ttL義

姉
界
に
亀
有
す
る
地
方
の
岩
石
が
､
そ
の
分
布
の
梯
子
ruえ
も
､
未
知
の
健
に
捨
て
ら
れ

て
､
石
炭
採
掘
上
に
も
多
大
在
る
不
便
を
錐
じ
居
る
rJ
と
は
甚
だ
遭
櫨
で
あ
る
｡
尤
も
､
明
治
二
十
年
代
に
鈴
木
(敬
)

博
士
は
筑
豊
地
方
の
地
質
調
査
に
際
し
て
も

一
部
の
火
山
岩
を
調
萄
さ
れ
､
頑
地
学
士
は
明
治
三
十
年
代
は
於
て
顕

銑
班
淡
E
に
於
け
る
食
甘
鯛
石
淋
石
盤
山一
川村
に
放
て

一
頭

.,t

一



出

城

節
十
七
容

筋
E
r班

二
四
四

二

倣
鋸
に
ょ
る
研
究
を
試
み
ら
れ
､
其
の
後
､
加
藤
(武
夫
)博
士
は
英
彦
山
火
山
研
究
の
際
に

一
部
の
筑
豊
地
方
の
岩

石
に
も
論
及
n
れ
た
rJ
と
が
あ
る
｡
常
時
に
放
て
は
火
成
岩
春
在
の
慶
在

qu健
良
寛
炭
層
が
豊
富
で
あ
っ
た
か
ら
､

火
成
岩
の
研
究
は
.
採
炭
上
に
於
で
左
程
必
要
で
も
な
か
っ
た
｡
又
そ
れ
を
研
究
す
る
ほ
し
で
も
槽
晶
採
集
に
於
で

甚
だ
困
難
で
あ
っ
た
乙
と
は
'
筆
者
の
軽
蘭
か
ら
十
分
に
推
察
さ
れ
る
.
現
今
に
於
で
も
標
晶
を
得
る
に
は
､
危
険

な
坑
内
を
巡
検
せ
ぬ
ば
怒
ら
ぬ
か
ら
､
勘
か
ら
ざ
る
困
難
を
裡
ふ
の
で
あ
る
が
､
探
泉
事
業
の
進
展
と
共
に
各
地
炭

嫌
の
坑
内
に
於
で
試
料
を
採
集
し
得
る
便
宜
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
､
到
底
甘
口
の
比
で
は
な

い
の
で
あ
る
｡
筆
者

は
過
去
数
年
間
､
筑
豊
を
遍
歴
し
､
栄
基
し
た
樫
品
は
石
炭
試
料
､
並
に
故
山
的
邦
彦
博
士
の
栄
基
さ
れ
た
る
槻
晶

類
を
合
す
れ
ば
'

一
千
散
布
は
及
ん
で
居
る
｡
然
る
は
聾
者
の
微
力
と
怠
慢
の
致
す
と
rJ
ろ
､
こ
れ
等
の
研
究
は
容

易
で
は
な

い
の
で
あ
る
｡
例

へ
ば
数
年
前
よ
-
筑
豊
火
川
岩
中
に
含
有
銅
看
輝
石
安
山
岩
の
存
在
す
る
ら
し
さ
乙
と

は
p
筆
者
及
故
山
田
博
士
の
採
集
に
か
＼
る
標
晶
中
に
之
を
勉
め
居
-
'
加
藤
博
士
か
ら
も
情
示
散
村
で
居
た
に
も

拘
ら
ず
'
問
､
不
安
を
解
決
し
得
ず
し
て
､
今
日
に
及
ん
だ
如

き
､
そ
の

一
例
で
あ
る
｡
近
頃
に
な
っ
て
'
漸
-
大

槽
に
於
で
説
-
な
か
ら
む
と
の
確
信
を
得
る
棟
に
な
っ
た
｡
今

､
蓑
に
概
略
之
れ
が
紀
我
を
試
み
'
識
者
の
高
教
を

仰
が
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
.

二

筑
豊
放
け~
嘉
穂
盆
地
の
南
姉
､
爽
淡
節
三
配
厨
と
iL
配
の
基
盤
岩
と
の
噴
射
に
近
-
'
金
此
雅
出
と

呼
ぶ
約
宵
二

十
米
前
後
の
小
火
山
丘
が
あ
っ
て
ー
山
頂
並
に
丘
陵
の
大
部
は
楯
横
着
を

含
む
玄
武
岩
よ
-
成
っ
て
居

る
｡
こ
の
火



山
丘
の
東
方
中
腹
以
下
に
放
て
ー
玄
武
岩
に
被
葦
さ
れ
た
形
に
於
tJ
存
在
す
る
火
山
岩
は
､

.i
兄
玄
武
岩
に
頻
す
る

が
如
d
TJも
薄
片
の
検
査
に
よ
れ
ば
､
金
-
異
な
る

執
物
組
成
の
岩
石
で
あ
る
rJ
と
が
知
れ
る
｡
粟
に
rJ
の
火
山
丘
よ

-
東
方
の
坤
積
平
野
中
に
称
す
る

一
小
丘
を
形
成
す
る
火
山
岩
は
､
地
表
部
は
殆
ル
ビ
赫
色
の
粘
土
に
化
成
し
､
其

の
岩
質
を
知
る
に
ょ
し
な
p
,が
如
き
状
態
に
あ
る
が
､
各
部
を
踏
査
し

て､
漸
-
珠
基
す
る
rJ
と
が
出
凍
た
新
鮮
な

る
試
料
は
､
外
観
に
於
で
も
､
何
人
と
錐
も
安
山
岩
た
る
rJ
と
を
決
定
す
る
ほ
客
か
な
ら
ざ
る
特
有
な
る
構
造
h
t有

し
､
鏡
検
す
れ
ば
前
記
の
金
此
雁
山
中
腹
の
岩
石
と
均
し

き
錬
物
組
成
を
有
す
る
も
の
な
る
乙
と
h
t確
賓
に
さ
れ
る

東
に
'
次
田
の
東
部
'
田
川
盆
地
は
於
で
､
後
藤
寺
町
の
四
近
ほ
岩
床
を
な
し
て
存
在
す
る
火
山
岩
は
風
化
の
帯

皮
と
炭
層
に
接
触
し
て
鍵
化
せ
る
等
の
踊
係
は
よ
-
.tJ
､
衣
黒
よ
-
淡
白
'
昔
練
淡
色
等
種
々
に
鍵
色
L
t
外
観
に

於
で
金
-
興
る
岩
石
の
如
-
兇
ゆ
る
と
経
も
､
炭
坑
内
に
入
み
て
'
順
次
に
同

一
の
岩
床
を
追
及
し
て
其
の
療
化
の

様
子
を
精
査
せ
ば
､
仝
-
同

一
岩
石
の
狸
化
に
ょ
る
も
の
に
外
在
ら
ざ
る
こ
と
が
知
れ
る
｡

-土~
州
盆
地
の
南
部
､
川
崎
村
の
地
内
に
は
川
崎
毅
磯
'
島
廻
汲
簡
'
大
峰
第

一
坑
､
約
二
仇
等
の
炭
櫛
が
あ
る
｡

川
崎
淡
堀
は
筑
豊
爽
炭
第
三
紀
層
の
敢
下
層
を
る
大
焼
層
群
の
炭
層
を
稼
行
し
､
大
峰
淡
磯
は
其
の
上
位
在
る
本
層

群
の
炭
層
を
採
掘
L
t
島
廻
汲
磯
は
藍
に
上
位
の
竹
谷
暦
の
炭
層
を
掘
-
取
っ
て
居
る
｡
rJ
れ
等
三
炭
堀
中
に
於

で

放
下
健
た
る
大
焼
瀞
を
稼
行
し
た
川
嶋
炭
磯
は
火
山
岩
床
の
分
布
頗
F
u
に
よ
っ
tJ
政
も
苦
め
ら
れ
'
蓬
に
'
現
今
は

休
僻
の
止
む
な

き
ほ
至
っ
て
居
る
｡
本
場
の
坑
内
に
汎
和
せ
る
火
山
岩
は
後
藤
寄
附
近
の
も
の
と
同

.t
性
質
を
有
し

又
'
素
地
盆
地
南
部
の
水
川
小
丘
に
於
で
見
た
る
火
山
岩
と
大
差
な
き
､
或
は
岩
石
撃
的
に
は
同

一
と
な
し
称
べ
き

性
質
の
岩
石
で
あ
る
｡

銑
盟
…祝
日
に
於
け
る
食
む
鋼
石
郷
ポ
安
=_
･=16
に
就
て

二
1.叫
正

三



地

球

鰐
十
七
各

節
四
班

二

男

凹

以
上
は
模
式
岩
の
聴
式
産
地
を
革
げ
カ
の
で
あ
る
が
'
同
藤
の
岩
石
は
嘉
藤
盆
地
の
上
山
田
茨
坑
内
､
田
川
盆
地

の
池
尻
附
近
の
岩
床
等
ほ
79
見
ら
れ
'
粕
皆
に
分
布
の
購

い
も
の
で
あ
る
rJ
と
を
推
察
す
る
ほ
凶
難
で
は
な

い
｡

三

筑
豊
旋
田
中
の
火
山
岩
は
他
の
地
方
に
於
け
る
も
の
と
同
藤
に
'
地
表
に
流
出
す
る
も
の
と
地
下
に
岩
床
又
は
岩

脈
を
な
し
て
存
在
す
る
も
の
と
は
於

で'
外
観
上
の
構
造
並
は
薄
片
に
親
は
る
構
造
は
於
で
多
少
異
-
､
前
述
の
如

-
'
或
る
種
類
は
於
で
は
同

一
種
瓶
に
屈
す
る
岩
石
に
し
て
､
現
出
状
況
を
異
は
す
る
も
の
を
各
-
異
な
る
岩
石
と

な
す
危
険
を
件
以
易
-
､
筆
者
は
最
初
rJ
の
誤
謬
を
再
三
反
復
し
､
自
ら
の
不
明
を
人
知
れ
ず
恥
ぢ
た
る
rJ
と
が
多

か
つ
カ
の
で
あ
る
が
'
炭
坑
内
を
踏
査
中
､
例

へ
ば
'
嘉
穂
盆
地
の
山
野
汲
磯
の
坑
内
に
放
て
､
筑
豊
艶
田
中
ほ
て

ち
.
粕
常
は
操
部
の
採
掘
を
以
て
知
ら
る
坑
内
､
海
面
以
下
三
首
六
十
米
の
地
下
に
於
け
る
火
山
岩
が
､
恰
も
地
衣

の
熔
岩
の
如
-
､
多
孔
質
の
構
造
を
有
す
る
軍
資
あ
る
鮎
'
並
は
多
-
の
岩
床
'
岩
脈
は
地
衣
の
火
山
岩
よ
-,Lも
多

少
結
晶
皮
高
-
､
撤
密
で
あ
る
と
す
る
も
､
面
も
岩
石
の
種
頼
む
置
別
す
る
耕
庇
に
樫
化
せ
ざ
る
革
質
等
よ
-
推
し

て
鉱
物
組
成
の
均
し

き
岩
石
は
同

三
石
石
と
し
､
面
も
地
下
と
地
表
と
の
別
な
-
､
同

一
の
名
称
の
下
は
統

-z
L
で

も
大
な
る
無
5
'を
錐
じ
な

い
こ
と
を
恕
め
た
｡
よ
っ
ヱ
削
越
の
嘉
穂
m
川
南
盆
地
に
於
で
'
相
似
た
る
餓
物
組
成
を

有
す
る
火
山
岩
は
.
地
変
と
地
下
と
の
別
夜
-
'
之
を
安
山
岩
と
覆
し
'
輝
石
の
外
は
古
銅
輝
石
数
多
最
に
含
有
す

る
を
以
で
'
含
市
銅
石
輝
石
安
山
岩
と
呼
ぶ
rJ
と
は
し
た
｡

勾



岩
石
の
構
造

図
版
は
示
し
た
如
-
1
地
表
に
洗
出
せ
る
岩
石
(
図
版
ー第
九
ノ
一
)と
地
下
の
炭
層
中
に
迷
入
し
て

固
粘
せ
る
岩
石
(
間
版
節
九
ノ
二
､
第
九
ノ
三
､第
九
ノ
四
)と
は
構
造
及
び
結
晶
粒
に
放
て
典
-
､
地
衣
の
岩
石
中
ほ

は
斜
長
石
の
紬
晶
だ
け
は
つ
い
て
も
二
粍
大
以
上
の
鮎
晶
粒
か
ら
成
っ
て
'
此
充
分
租
に
よ
っ
て
も
第

一
宏
は
示
し

た
如
-
J

T
六
七
-
二
･六
九
の
も
の
が
最
も
多
-
､
即
ち
､
安
長
石
級
に
属
す
る
も
の
の
最
も
多
畳
を
占
め
る
rJ
と

を
測
定
し
神
る
耕
皮
の
大
さ
を
有
す
る
7P
の
か
ら
､
(
図
版
､
第
九
ノ
一
)斑
晶
で
あ
っ
て
79
微
小
は
し
て
'
経
緯
錯
基

を
用
以
で
も
.
正
確
在
る
測
定
を
な
し
神
な

い
耕
度
に
微
細
な
斜
長
石
の
結
晶
を
有
す
る
も
の
(
同
版
'第
九

ノ
三
)悪

第 - 衣 斜長石の比重分叛

試料数 E比珊い･(."igl票ao,y上曹長
2'65Ab3Anl】
2.68AbLAnlI

.
67213

7 E 2･691萱2.70
(ツ-レ-誰彼に繰 る)

で
の
差
異
が
あ
る
｡
地
敦
の
安
山
岩
は
石
基
と
斑
晶
が
明
瞭
で
あ
る
が
､
炭

層
中
の
も
の
は
大
な
る
斑
晶
の
数
が
減
じ
て
'
結
晶
肇
の
徴
晶
が
増
加
す
る
｡

特
殊
鋳
物

岩
石
薄
片
h
t
一
見
し
た
戚
じ
は
有
色
僻
物
が
割
合
に
少
な
-

こ
と
に
初
戊
の
磁
地
顔
が
乏
し

い
こ
と
が
､
こ
の
種
の
岩
石
の

一
特
質
と
な

し
得
る
｡
但
し
､
褐
色
雲
母
は
稀
に
存
在
す
る
も
輝
石
は
淡
色
の
透
輝
石
質

の
も
の
が
多

い
O
石
英
の
結
晶
が
屡
々
存
在
す
る

｡
rJれ
等
の
共
通
性
は
岩

壁
の
性
質
が
相
似
カ
も
の
で
あ
っ
た
rJ
と
は
原
因
す
る
と
考

へ
る
乙
と
は
無

排
で
は
な

い
と
考

へ
る
｡

斜
長
石

嘉
穂
盆
地
の
南
部
碓
井
附
進
の
火
山
丘
を
な
せ
る
安
山
岩
中
の

斜
長
石
は
普
通

一
粍
内
外
の
結
晶
散
在
し
､
二
邦
を
越
え
る
斑
晶
も
あ
る
｡

晶
帯
構
造
を
な
す
も
の
多
-
'

カ
ル

､
ス
パ
ッ
ド
式
'

ア
ル
バ
イ
ト
式
の
双

筑
脚
rjT淡
日
に
於
け
る
含
甘
鯛
布
部
石
鉱
山
･=打
に
就
て

遠

心

五



地

第 衣

経緯毎毒によって測定しプL'る斜長石の性質

i(ool)那胤こよるiLu疋2V法に よる測光 l(010)弊関税による iLuI'iil

光野性IAnPo'12Vol光卿!IHAn,OL;12VLjt畢枇EAn9.I

B

C

D

肉太牧牛は舵接iLu'Jtlrlf,他はベ レクに鵜げたるrErl線に よりて求め し1LEl:

妨
十
七
各

節
閃
批

毒

八

六

晶
を
主
と
し
､
ペ

リ
ク

リ
ン
双
晶
は
稀
で
あ
る
｡
小
結
晶
中
に
は
新
鮮

な
る
も
の
多
き
も

､
斑
晶
は
中
心
部
が
風
化
し
､
外
部
が
却
っ
て
新
鮮

で
あ
る
rJ
と
が
多

い
｡

姉

一
間
(A
)は
長
種

1
･
八
耗
､
知
程

∵
七
粍
t
は
iJ
正
方
形
に
悲

-
､
淡
純
色
の
餓
物
及
び
､
妨
二
次
的
曲
解
を
小
泉
包
泰
す
る
｡
(

B
)

は
長
種
〇
二
ハ
糎
､
東
森

〇
･三
縄
あ
っ

て新
鮮
'
双
晶
及
底
荷
､
卓
両

の
壁
間
よ
-
観
察

ruれ
る
｡

(
C

)
は
長
種

∵

○
粍
'
短
径

〇
･七
粍
'

カ

ル
ル
ス
パ
ッ
ド
双
晶
を
明
瞭
に
観
察
rTuれ
､

ぺ
-
ク
リ

ン
双
晶
も
見

ゆ
｡
中
心
に
近
-
淡
純
色
鋸
物
を
包
裏
す
る
｡

(
D

)
は
長
桜

〇
二
ハ
粍

短
種
C
･
四
粍
の
斜
長
石
で
あ
っ
て
'
三
佃
健
が
韮
合
し
'
晶
帯
構
造

の
明
瞭
に
観
察
n
れ

る
79
の
79
あ
る
｡
こ

れ
等
四
種
の
斜
長
石

を
経
緯
鋸
毒
及
び
ウ

ル
フ
正
射
閲
を
用
以

て
測
定
し
た
値
は
節

二
未
の
通
で
あ
る
0

第 一 聞

測定せる斜長石の結

晶形及測定付置

C D

x洲定位置



即
ち
ー
光
軸
角
は
七
十
八
度
乃
至
八
十
度
､
北
壁
軌
は
正
ー
衣
長
石
分
子
は
t
+
六
乃
至
蛸
十
八

パ
ー
セ

りノ
-
と

な
っ
て
､
中
性
長
石
中
の
基
性
な
る
安
粒
長
石
級
に
属
す
る
も
の
と
考

へ
ら
る
｡
岩
床
む
な
し
で
春
准
す
る
安
山
岩

中
の
斜
長
石
は
微
少
に
し

て経
緯
鋸
壷
に
よ
っ

て'
正
確
と
考

へ
ら
る
ゝ
倍
h
t縛
る
に
困
難
で
あ
る
が
､
次
長
着
分

第 ･衷

斜方輝石の光撃的性質測定の角距

蒜柿 T hTT軒 Ⅰそこ[車 廃車20330t)I,8-を
295

25

･81-

112
1

皇O 甘

:I.7 1

g

肉太文字は虹接洲L/ii･lTJ汎 化はウルフ~JI三射樹に よtJ求めたるすllHFT･
断 固

子
は
梢
高

い
ら
し

い
｡

斜
方
輝
石

斑
晶
及
石
基
中
に
多
-
布
衣
L
t
川

崎
炭
閥
塵
の
安
山
岩
中
に
は
祈
基
中
は
小
杖
状
針
状

k

ク }V フ正射園に盲巳入せる斜方輝

石ljiu定の角距

銑
付
]米
川
に
於
け
る
命
T3
鋼
前
郷
石
･甘i
山
….t･
に
就

て



地

球

節
十
七
懲

筋
凹
班

志
O

′し

の
小
鮎
晶
と
し
て
多
最
に
布
衣
し
､
斜
長
石
甚
だ
少
-
或
は
殆
ど
金
-
存
在
せ
ず
斜
方
輝
ポ
の
み
の
基
倉
よ
-
成
る

部
分
か
.示

し
て
居
る
｡
苛
g
快
青
色
､
Jln
p
瀞
褐
色
'
亨
m

昔
終
決
褐
色
を
有
す
る
も
多
色
性
は
甚
だ
強
-
は
な

5'.

闘
版
節
九
ノ
二
に
示
せ
る
は
長
種
約

二

二
粘
､
短
種
約

〇
｡七
耗
長
方
形
の

.f
榔
晶
で
､
山
州
盆
地
後
藤
寺
町
三
井

:Jt,L 四 来

筑豊炭EEl産合す｢銅石輝石安山岩分析表

I i H i III
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熊崎裕一)

田
川
第
二
琉
朗
塵
の
安
山
岩

中
に

あ
-

､
バ
ス
タ
イ
ト
構

造
を

有
す
る
｡
長
杜
状
を
な

す
こ
と
多
-
､
横
断
せ
る
ク

ラ
ッ
ク
は
屡
々
之
を
誕
め
ら

れ
る
｡
図
版
第
九
ノ
三
.
節

九
ノ
四
の
長
柱
状
を
覆
し
､

叉
は
針
状
を
を
す
鰻
物
は
何

れ
も
斜
方
輝
石
で
あ
る
｡

斜
方
輝
石
中
､
後
藤
寺
町

三
井
田
川
第
二
成
産
の
安
山

岩
中
に
存
在
す
る
斑
晶
に
つ

き
経
緯
鋸
毒
に
よ
っ
て
測
定

し
た
結
果
は
第
三
衷
及
び
第



二

岡

に

示

し

i
J

如

-

1

光
軸
角
が
七
十
九
庶
乃
兼
八
十
度
､
北
壁
性
正
で
あ
っ

て青
銅
輝
石
に
風
す
る
こ
と
は
観
･Jl

な

か

ら

う

と

酢

侶

す

る
｡

五

以
上
の
含
有
銅
石
輝
石
安
山
岩
の
化
撃
成
分
は
第
四
表
は
示
す
如
-
で
あ
る
｡
珪
酸
畳
は
何
れ
も
富
農
石
倉
比
ほ

て
六
〇
%
以
下
で
あ
る
が
､
モ
ル
可
分
比
で
は
六
四
エ
ハ
七
%
以
下
六
〇
･
二
三
%
以
上
の
間
に
あ
る
｡酸
化
鎖
は
第

一

窮 玉 来 ノルム分粗衣

*/ル ム計界 よ り掛 略す,I,ⅠⅠ,iIIは穿ち餌去歩.[!首t

銑
州
:i=成
田
に
於
け
る
合
甘
鯛
石
桝
石
安
山
山村
に
就
て

銭
第
二
銭
を
通
じ
て
'
重
畳
百
分
比
に
於

て
二
･九
七
%
乃
至
七
･五
〇
%
'
苦
土
は

二
･
四
七
%
乃
至
六
･五
四
%
､
石
衣
は
瓦
｡

八
〇
%
乃
至
六
･七
四
%
の
間
に
あ
る
｡
大

磯
に
於
て
成
分
に
此
し
て
苔
土
石
次
に
富

む
を
以
て
こ
の
火
山
岩
の
特
徴
と
す
る
D

ノ
ル

ム
に
分
頬
す
れ
ば
第
五
表
の
迫
-

ほ
在
る
｡
即
ち
'
ノ
ル

ム
石
英
は
約

1
九

%
を
最
高
と
L
t
約

一
四
%
内
外
存
在
し

顕
微
鏡
下
は
屡
々
石
英
の
結
晶
を
見
る
の

と

1
敦
す
る
｡
長
石
は
-
及
び
H
に
は
玉

.).,lj
t

九



地

球

節
十
七
怨

節
四
兆

二
至

1
〇

二
%
乃
至
五
四
%
布
衣
す
る
rJ
と
は
な
る
が
t
m
に
は
三
七
%
と
在
る
｡
モ
ー
ド
に
於
で
は
H
に
は
長
石
が
最
も
僅

小
で
あ
る
か
ら
大
鰭
に
於
で
矛
盾
は
せ
ぬ
｡
輝
石
餓
物
は

一
八
%
乃
寄
二
三

%
は
達
し
､
甚
だ
多
畳
で
あ
る
が
､
磁

蛾
錬
其
他
の
錬
物
は
極
め
て
僅
少
で
あ
っ
て
'
ノ
ル

ム
と

モ
ー
ド
の
調
和
を
保
つ
rJ
と
む
知
る
｡
但
し
'
褐
色
雲
母

普
通
輝
石
等
の
戟
苦
土
放
物
で
複
耕
な
成
分
を
有
す
る
も
の
は
ノ
ル

ム
計
算
に
参
典
せ
ざ
る
約
束
と
な
っ
て
居
る
か

ら
､
rJ
机
等
の
鶴
物
は
ノ
ル

ム
に
は
示
さ
れ
覆

い
の
で
あ
る
｡

次
に
氷
開
式
方
法
に
よ
っ
て
'
岩
石
の
名
種
を
求
ひ
れ
ば
上
記
三
種
典
に

C
Lass
ZI,
O
rd
er
4,
R

ang
4,

S
u
b
ran
g
41

5
に
包
含
さ
れ
る
fJ
と
は
な
っ
て
､
盤
梯
岩

B
a
n
d
ose

に
鷹
す
る
こ
と
に
な
る

｡
神
津
博
士
が
桧

山
間
隔
紋
別
藩
に
載
せ
ら
れ
た
釣
島
鹿
瀬
月
内
海
式
輝
石
安
山
岩
に
此
捺
せ
ば
化
撃
性
に
放
て
極
め
て
類
似
し
､
同

博
士
の
記
載
は
係
る
化
撃
性
を
ノ
ル

ム
に
分
赦
せ
ば
又
､
同

一
分
類
の
岩
石
と
な
る
｡
ク

オ
シ
ソ
ト
ン
の
火
成
岩
の

化
撃
分
析
表
(
P
r
o

fession
al

P
ap
e
r
.

n
o
･
99,
p
･
4
17
,
)9
17
)
に
載
せ
た
る
所
に
ょ
れ
ば
盤
湖
山
の
輝
石
安
山

岩
又
は
安
山
岩
'

三
脱
山
安
山
岩
贋
玄
武
岩
'
隠
岐
道
徳
島
の
安
山
岩
'
笠
山
石
英
玄
武
岩
等
は
何
れ
も
rJ
の
中
は

包
含
さ
る
｡
最
も
注
意
す
べ

き
は
瀬
戸
内
梅
の
安
山
岩
と
化
尊
成
分
が
近
似
L
t
戴
分
少

さ
に
此
し
て
'
苫
士
分
多

F
,rJと
で
あ
る
.

オ
ー
ザ
ン
の
提
唱
せ
る
分
相
法
に
よ
る
に
珪
酸
皮
は
I
H
は
類
似
L
t
m
は
珊
低

い
'
珪
酸
盤
と
他
の
珪
酸
化
合

物
を
作
る
婁
索
と
の
此
(
K
)は
一
よ
ら
高

さ
を
以
て
'
完
晶
質
の
場
合
は
石
英
の
結
晶
を
見
る
べ
-
'
モ
ー
ド
に
於

で石
英
の
存
在
を
見
る
を
以
て
'
概
し
て
結
晶
度
の
高

い
岩
石
な
る
を
知
-
､
顕
微
鏡
観
察
と
化
撃
成
分
と
の
矛
厨

な

き
を
知
る
｡
ア
ル
カ

-
虎
は
概
L
tJ
高
-
､
岩
石
の
一
般
性
は
中
性
以
下
で
あ
る
｡
Ⅳ
は
神
津
博
士
所
蔵
の
分
析



表
は
よ
-,h
て
求
め
た
る
他
は
し
て
､
11-万
着
は
釣
｣粘
度
輝
石
安
f
山万
で
あ
る
0
(
第
六
表
)

第 六 表

オーザ ン法による分類表

I,H,ⅠⅠⅠは銑lill価 ,鰐川衣象糊,ⅠⅤ は

淑P内相釣伽 獅桝戸内海式側 石安山紫の

一一例

し

ヽ
-
ノ

以
上
､
,筑
豊
泉
田
中
嘉
穂
盆
地
､
田
川
盆
地
の

一
部
の

地
表
叉
は
炭
層
中
は
存
在
す
る
輝
石
安
山
岩
に
は
育
銅
石

を
有
L
t
顕
徴
鋸
並
に
化
撃
成
分
共
に
瀬
戸
内
海
地
方
の

安
山
岩
に
頻
似
す
る
も
の
が
あ
る
｡
恐
ら
-
は
同

.i
l=石
覚

は
よ
-
て
生
成
せ
る
岩
石
な
る
べ
-
､
rJ
の
岩
石
の
春
在

す
る
筑
豊
炭
田
商
学
部
を
湘
月
内
源
岩
石
匿
に
包
宿
す
る

h
t以
て
適
曹
で
あ
る
と
信
ず
る
.

耐
し
て
､
上
記
の
輝
石
安
山
岩
の
春
巻
状
態
を
見
る
ほ

矢
部
長
尾
両
博
士
に
ょ
っ

て研
究
さ
れ
た
る
南
北
叉
は
北
々
西
よ
-
両
々
東
に
走
る
筑
豊
特
有
の
構
造
線
に
支
配
ru

れ

て逃
入
す
る
も
の
多
9
,も
､
翻
'
岩
石
分
布
の
趨
勢
は
兼
衝
に
近

さ
方
向
を
保
っ
て
春
准
す
る
は
'
乙
の
岩
石
が

瀬

tq内
梅
方
面
の
岩
石
と
因
果
闘
係
泥

さ
を
推
測
す
る

一
助
と
も
な
す
に
足
ら
ひ
｡

若
し
､
右
の
輝
石
安
山
岩
に
し

て､
筆
者
の
研
究
が
甚
し

き
説
謬
夜
か
ら
U
に
於
で
は
､
rJ
れ
等
の
火
山
岩
の
注

入
期
は
瀬
戸
内
海
渚
火
山
の
活
動
期
と
時
期
の
隔
-
が
小
な
る
も
の
と
夜
す
む
禿
常
と
考
ふ
｡
而
し

て筑
豊
地
方
に

は
瀬
月
内
瓶
地
方
よ
わ
も
韮
性
岩
多
-
'
上
越
の
含
満
銅
石
輝
石
安
山
岩
の
外
に
､
荷
他
に
二
三
種
の
火
･･,;
岩
あ
～,i

銑
他
九
･_.%
ー-1
に
於
け
る
食
ilT
鋼
石
伽
ポ
滋
山
:.打
に
北
て

嘉

･1

i
A



地

球

第
十
七
侮

第

四
批

二
謎

〓
叫

こ
れ
等
の
渚
火
山
岩
が
､
瀬
14
内
軸
岩
匿
に
儀
す
る
も
の
な
-
や
否
や
等
の
問
題
に
つ
き
て
は
後
の
磯
骨
の
研
究
に

決
る
｡

(
･:T北
)

大
阪
府
中
河
内
都
堅
上
村
地
､に
り
見
畢
案
内

(樹
舵
節
十

等
).

横

山

次

郎

嘉
良
盆
地
の
水
は
集
っ
て
大
和
川
と
夜
-
生
駒
葛
城

山
脈
h
t東
西
は
切
る
峡
谷
を
流
れ
て
河
内
の
平
野
に
Ⅲ

る
｡
堅
上
付
は
此
峡
谷
の
右
岸
即
ち
北
側
に
位
置
す
る
｡

左
枠
に
は
断
層
接
は
似
た
明
帥
山
の
急
斜
面
が
あ
る
0

明
紳
山
の
南
斜
面
は
此
故
的
に
榎
で
其
商
は
二
上
火
山

の
地
域
に
連
な
る
｡
二
上
火
山
は
就

い
て
は
前
に
散
大

湯
博
士
の
詳
細
在
る
報
文
が
あ
わ
後
に
は
吉
醍
撃
士
の

カ
リ
ンド
ウ
バ
女

研
究
(
地
球
十
四
怨
)が
あ
る
｡
堅
上
村
に
は

膳

多

尾

畑

(
村
役
場
所
在
地
)
の
北
方
に
ド
ロ
コ
ロ
の
高
地

(
三

一

三
光
)
兼
方
に
ト
メ
シ
ヨ
の
高
地
(
二
七
六
米
)が
あ
る

此
等
は
地
形
が
示
す
如
-
小
火
山
丘
で
あ
-
'
裂
醇
噴

出
な
し
た
安
山
岩
の
巾
･

心
と
潮
岬
め
ら
れ
る
0
ド
p
n
EL

の
牝
ほ
は
信
柴
山
が
あ
る
'
此
も
同
庶
な
小
火
山
で
朱

鹿
の
王
寺
騨
'
西
濃
の
高
安
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
線
に
ょ
ら

容
易
に
登
る
罫
が
出
凍
る
｡
鍾
駒
僻
動
地
塊
の
凍
斜
両

に
は
在
は
生
駒
堂
天
奥

ノ
院
の
小
火
･･,;
丘
が
あ
る
｡
此

等
は
南
北
に
配
列
し
傾
動
地
魂
の
西
側
を
な
す
断
層
は

寧
行
夜
鍋
線
に
袷
ふ
如
-
で
あ
る
｡-1
メ
,b

ヨ
高
地
の
商

斜
面
は
大
和
川
は
縮
み
下
方
は
基
地
h
tな
し
て
ゐ
る
0

此
毒
地
の
下
を
踊
筒
本
線
の
蛾
道
が
ト
ン
ネ
ル
で
迫
っ

て
ゐ
る
｡
上
に
は
峠
の
小
部
落
が
あ
る
｡
安
山
岩
の
肥

沃
な
る
士
と
南
面
し
た
亀
陵
な
る
朱
保
に
憩
せ
れ
此
斜

面
は
良
好
怒
る
葡
萄
畑

(
其
他
の
果
樹
に
も
通
す
)
と

な
っ
て
お
る
0
し
か
る
に
今
冬
に
地
.u
-
の
慶
が
題
っ


